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背景＆現状01 backg round＆cur r en t  s i t ua t i on



農業への悪影響
果樹の倒木や枝折れ

作付け困難

人員不足

地割れ

令和六年能登半島地震



課題

＜地震による課題＞

・農作物が不作

・同様の被害にあっている人が多い

＜地域の課題＞

・奥能登地域の知名度が低い

・若者が少ない

農業全体に大きなダメージ

地域課題の発信力が乏しい



提案02 Sugges t i on



能登特産物の商品開発

地震による被害を認知してほしい. . .

能登の特産品についてもっと色んな人に知ってほしい. . .

能登の特産物を使った
新しい商品の開発



計画と利点

農家との連携＆スイーツショップへの案の提示

スイーツの製作、販売

・震災での被害の発信

・新たな魅力の発見

・震災復興への足がかり



連携

ひらみゆき農園

ケーキショップオカダ

https : / /h i ramiyuk i .o f f i c i
a l .e c / i tems /109563213

…能登ブルーベリーの栽培、販売

ブルーベリーの提供

…ケーキの作成、販売

スイーツの作成



取り組み03
app roach



 ①被害の規模が想像の何倍も大きい。

 ②場所によって被害の現状の認知に

　 差がある。

 ③復興への道筋が見えなくても、できる

　 ことを一生懸命行っていた。

 ④自家製ブルーベリージャムがとても

　 おいしそうだった。

現地での取材を通して



現地での取材からスイーツ制作

・農園での被害

・能登の被害

地震の被害をテーマ

にしたケーキの案

・地震の酷さを知ってほしい

・日頃からの危機感を持ってほしい



ケーキの製作

ブルーベリーチーズケーキ

文化祭で販売予定

オカダさんと共同開発



今後04
hence fo r th



今後の取組

オンライン販売

ケーキのオンライン販売は難しい

・クッキーなどの他のデザートの開発

・オンライングループの協力（稼働中）

売上の使用

・協力先への謝礼金

・地域復興に還元





協力先05
Coope ra t i on  pa r tne r



ひらみゆき農園

 代表 　平 美由紀さん

高校生の息子がいる4児の母。能登半島
地震の被害を受けたものの、父が残した
農園を守るために様々な活動を行ってい
る。

【地震による農園の被害】
・家屋やビニールハウスの損壊
・農園の土地のズレ
・農園スタッフの人手不足
・土地の減少に伴う収穫量の減少
　　　　　　　　　　　　　　　など



ケーキショップオカダ

1981年創業。
以前は七尾駅前の大通りに店舗があり、
その後現在の場所に移転した。
一番人気はモンブラン(1個300円)で、
何度も完売するほどの人気商品。
店長のオカダさん曰く、｢特別な日だけで
なく、日常的に楽しめるケーキを作って
いきたい｣。
もちろん、バースデーケーキやデコレー
ションケーキといった特別なケーキも
取り扱っている。









Thank You!
文化祭でのご購入

お待ちしています！


